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令
和
６
年
６
月
20
日
㈭
午
後
１

時
30
分
、
羽
生
市
産
業
文
化
ホ
ー

ル
（
小
ホ
ー
ル
）
に
て
福
田
剛
史

常
務
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
ほ
く

さ
い
農
業
協
同
組
合
第
28
回
通
常

総
代
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
大
塚
宏
組
合
長
が
日

頃
の
農
協
事
業
へ
の
協
力
、
理
解

に
対
す
る
お
礼
を
述
べ
、「
経
営

基
盤
を
強
化
し
、
組
合
員
に
寄
り

添
い
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
選
任
に
つ
い
て
は
「
司
会

者
一
任
」
の
声
に
よ
り
羽
生
地
区

総
代
・
須
永
英
司
氏
が
指
名
さ
れ
、

就
任
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
議
場
に
議
案
審
議
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
る
よ
う
お
願

い
し
、
書
記
に
つ
い
て
は
、
岡
田
、

武
井
両
職
員
を
任
命
し
ま
し
た

　

続
い
て
行
田
地
区
総
代
の
横
田

尚
子
氏
か
ら
「
地
区
別
の
事
前
説

明
会
で
内
容
は
詳
細
に
説
明
さ
れ

て
い
る
の
で
、
事
務
局
の
説
明
を

省
略
し
、
質
疑
の
後
、
採
決
を
お

願
い
し
た
い
」
と
の
動
議
が
あ
り
、

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
議
長
は
報
告
事

項
・
第
１
号
議
案
か
ら
上
程
し
、

島
﨑
千
明
常
務
が
そ
れ
を
朗
読
し

て
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。

挨拶する大塚組合長

　

６
月
20
日
の
第
28
回
通
常
総
代

会
に
先
駆
け
、
Ｊ
Ａ
で
は
地
区
別

説
明
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
、
６
月
３
日
～
11
日

の
７
日
間
に
行
い
、
常
勤
役
員
が

総
代
会
資
料
に
基
づ
き
議
案
説
明

を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
総
代
か
ら
は
質

疑
・
意
見
・
要
望
な
ど
の
声
が
上

が
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
区
別
説
明
会
の
出
席
状
況
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

司会進行の福田常務

議事進行する須永議長

　

採
決
は
出
席
し
た
総
代
の
議
決

と
議
決
権
行
使
書
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
第
１
号
議
案
か
ら

９
号
議
案
及
び
附
帯
決
議
ま
で
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
採
決
の
結
果
は
次
頁
の

と
お
り
で
す
。

　

最
後
に
、
蓮
見
浩
明
専
務
が
本

日
の
出
席
に
対
し
、
ま
た
議
案
の

慎
重
審
議
に
お
礼
を
述
べ
、
閉
会

の
言
葉
と
し
、
第
28
回
通
常
総
代

会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。 議案を朗読する島﨑常務閉会の挨拶をする蓮見専務

地
区
別
説
明
会
の
あ
ら
ま
し

総
代
会
の
あ
ら
ま
し

第28回通常総代会　地区別説明会出席状況
基幹支店名 総代数（Ａ） 出席人数（Ｂ） 出席率（Ｂ/Ａ）
行 田 中 央 105 82 78.1%
川 里 中 央 34 28 82.4%
羽 生 中 央 124 111 89.5%
加 須 中 央 125 100 80.0%
騎 西 中 央 65 59 90.8%
北 川 辺 31 29 93.5%
大利根中央 52 41 78.8%
合　　計 536 450 84.0%

ＪＡほくさい
　第28回通常総代会

❷



提出議案決議結果

賛　成 反　対 無　効 合　計

第１号議案 496 1 3 500

第２号議案 496 1 3 500

第３号議案 496 1 3 500

第４号議案 495 2 3 500

第５号議案 496 1 3 500

第６号議案 496 1 3 500

第７号議案 495 2 3 500

第８号議案 495 2 3 500

第９号議案 495 2 3 500

附 帯 決 議 497 0 3 500

ＪＡ綱領を唱和する総代

※議長は議決権がありません。

　

総
代
会
の
決
議
に
基
づ
き
、

令
和
５
年
度
剰
余
金
の
一
部

は
出
資
配
当
金
と
し
て
８
月

中
に
組
合
員
の
皆
様
の
Ｊ
Ａ

貯
金
口
座
へ
振
り
込
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

な
お
、
口
座
を
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
、
現
金
で
お
支

払
い
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

出
資
配
当
金
は
出
資
額
に

対
し
１
・
０
％
の
割
合
で
総

額
約
３
０
３
０
万
円
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

配
当
金
の
お
支
払
い

▼
　
提
　
出
　
議
　
案
　
▲

[

報
告
事
項]

　

第
28
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
注
記
表
の
報
告
に
つ
い

て

[

決
議
事
項]

第
１
号
議
案

　

第
28
期
事
業
報
告
、
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　

第
29
期
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

第
３
号
議
案

　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
女
性
理
事
登
用
に
と
も
な
う

変
更
）

第
４
号
議
案

　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　

定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の

　

一
部
変
更
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　

定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

　

令
和
６
年
度
（
第
29
期
）
に
お

け
る
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

　

令
和
６
年
度
（
第
29
期
）
に
お

け
る
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

附
帯
決
議

　

本
日
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
権

利
義
務
に
関
せ
ざ
る
字
句
の
修

正
及
び
行
政
庁
の
指
示
に
よ
る

変
更
に
つ
い
て
は
そ
の
処
理
を

理
事
会
に
一
任
す
る
。

【
報
告
事
項
】

　
「
女
性
理
事
の
登
用
に
関
す
る

内
規
」
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第28回通常総代会　総代出席状況

基　幹
支店名

総代数
（A）

出席
合計

（B＝C＋D）
出席率

（B/A）
書面
出席

（C）

当日
出席

（D）

行田中央 105 103 98.1% 75 28

川里中央 34 34 100.0% 22 12

羽生中央 124 117 94.4% 85 32

加須中央 125 111 88.8% 57 54

騎西中央 65 60 92.3% 40 20

北 川 辺 31 26 83.9% 21 5

大 利 根
中 央 52 50 96.2% 36 14

合　　計 536 501 93.5% 336 165

❸



理
事
会
か
ら

税
務
法
律
相
談

8
月
５
日
に
行
田
中
央
支
店
で
開
催

５
月
15
日
の
議
案

①
令
和
５
年
度
決
算
書
類
、
事
業

報
告
、
附
属
明
細
書
の
承
認
に

つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
29
日
の
議
案

①
令
和
５
年
度
決
算
監
事
監
査
報

告
に
つ
い
て

②
共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
③
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

④
農
産
物
直
売
所
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
の

更
新
及
び
保
守
契
約
更
新
に
つ

い
て

⑤
㈱
ほ
く
さ
い
グ
リ
ー
ン
ア
グ
リ

事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

⑥
職
員
の
夏
期
賞
与
の
支
給
に
つ

い
て

全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

〈
日
時
〉　

８
月
５
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

熱中症にご注意くださ
い！

熱中症が疑われる場合は
●涼しい環境へ避難
●衣服を緩め身体を冷やす
●水分・塩分を補給
症状が改善しない場合は
医療機関を受診しましょう！

■開催場所：むさしの村
■住所：加須市志多見1700-1
■電話：0480-61-4126
■募集人数：
　男性10名（20歳から45歳まで）
　※ほくさい管内男性限定
　女性10名（20歳から45歳まで）
■参加費用：男性　5,000円
　　　　　　女性　1,000円
■申込期限：令和６年７月31日㈬

〜 当日プログラム（予定）~
13：00　むさしの村集合・受付開始
●加須駅南口　12：40
　専用バスを運行致します。

13：30　全員と１対１自己紹介タイム
14：40　スイーツタイム
15：10　フリートークタイム
15：30　マッチングタイム
16：00　終了・解散

●加須駅南口まで専用バスを運行致します。

お申込み・お問合せ：ＪＡほくさい　担当　立木・遠井
☎：048-563-3000　FAX：048-561-4530　e-mail：hokusai015@st-ja.or.jp
受付時間：平日8：30～17：00

【イベント主催】　ＪＡほくさい　　【企画協力】　むさしの村

参加者
募集！

婚活の　　  交流会
in むさしの村

※お名前・住所・連絡先・年齢を明記しお申込みください。
※お申込み多数の場合は先着順とさせていただきます。

令和６年８月３日土

❹



◆◆◆ ＪＡ農産物直売所　 夏季営業日程 ◆◆◆
月　日 曜日 行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所

8月8日 木

通常営業 通常営業
通常営業 通常営業

通常営業

8月9日 金

8月10日 土

8月11日 日

8月12日 月

8月13日 火 臨時営業 臨時営業

8月14日 水 定休日 定休日

通常営業
通常営業

定休日

8月15日 木

臨時休業 臨時休業 臨時休業8月16日 金

臨時休業8月17日 土

臨時休業8月18日 日

通常営業 通常営業 通常営業8月19日 月 通常営業

8月20日 火 定休日 定休日

8月21日 水 定休日 定休日 通常営業 通常営業 定休日

行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所
お盆感謝セール
8/12㈪
当日1,000円以上
お買 上げのお客
様、先着100名に
粗品プレゼント

お盆感謝セール
8/10㈯～
　　　8/12㈪
各日1,000円以上
お買 上げのお客
様、 先 着50名に
粗品プレゼント

お盆感謝セール
8/10㈯～
　　　8/13㈫
各日1,000円以上
お買 上げのお客
様、 先 着50名に
粗品プレゼント

お盆感謝セール
8/8㈭～
　　　8/10㈯
各日1,000円以上
お買 上げのお客
様、 先 着50名に
粗品プレゼント

お盆感謝セール
8/10㈯～
　　　8/13㈫
各日1,000円以上
お買 上げのお客
様、 先 着50名に
粗品プレゼント

©よい食P 

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

全店でＪＡほくさい
農産物直売所

旬のトウモロコシを焼きトウモロコシにして販売いたします！
是非足をお運びください！

行田農産物直売所　☎ 048-556-2203
羽生農産物直売所　☎ 048-563-4609
加須農産物直売所　☎ 0480-61-3044
騎西農産物直売所　☎ 0480-73-6776
北川辺農産物直売所　☎ 0280-62-3636

新鮮な夏野菜も豊富！

お
問
い
合
わ
せ

OPEN!

お
待
ち
し
て

ま
す
！

トウモロコシ祭り開催！
令和６年８月10日土
　　　午前９時30分

（行田農産物直売所は８月12日月開催）

❺



女 性 部 員 募 集 中 ！
ＪＡほくさい女性部は一緒に活動する
仲間を募集しています！
●主な活動
　①料理教室
　②グラウンド・ゴルフ
　③手芸
　④県外研修旅行 など
●興味をお持ちの方は
　ＪＡ本店　営農支援課（担当：遠井）まで
　ご連絡ください。電話048-563-3000 ＪＡ女性部羽生支部の皆さん

女性部直伝！
ゴキブリ駆除
団子の作り方

ゴキブリ駆除
団子をつくり
ました！

ＪＡほくさいからのご案内

ご自宅・作業場・加工所・倉庫など
• ハクビシンやアライグマの侵入被害
• ネズミやゴキブリの発生
•スズメバチの大きな巣がみつかった
そんな時はＪＡ窓口に是非ご相談を！

ハチ類　　　　　６月 ~10 月
アリ類　　　　　５月 ~10 月
ネズミ・ゴキブリ　　　  通年
アライグマ・ハクビシン　通年

ご自宅の害虫・害獣対策！お困りではありませんか？

ＪＡでは専門業者との業務提携により害虫・害獣
の防除を行っています。

　材料
•ホウ酸　　250ｇ
•小麦粉　　100~120ｇ
•タマネギ　130~150ｇ
•牛乳　　　小さじ1
•砂糖　　　大さじ2

  作り方
①タマネギを粗みじん切りにし、牛乳と砂糖を一緒にミ

キサーに入れペースト状にする
②ボウルに①とホウ酸、小麦粉を入れよく混ぜ、まとめる
③②を50から60個の団子にし日当たりの良い場所で１

~2週間乾燥させる
④台所、玄関などに設置しましょう

❻



　

昨
年
は
夏
期
の
異
常
高
温
に
よ

る
不
稔
や
白
未
熟
粒
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
の
水
管
理
・
穂

肥
等
を
適
切
に
行
い
、
高
温
障
害

を
低
減
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
斑

点
米
や
不
稔
の
原
因
と
な
る
「
イ

ネ
カ
メ
ム
シ
」
も
近
年
多
発
し
て

い
ま
す
。
発
生
を
見
逃
さ
ず
適
期

防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

一
　
水
管
理

⑴
中
干
し

　

中
干
し
は
、
田
植
え
後
25
～
30

日
経
過
し
て
、
１
株
当
た
り
の
有

効
茎
数
が
確
保
で
き
た
ら
実
施
し

ま
し
ょ
う
。
中
干
し
の
程
度
は
、

田
面
に
小
ひ
び
が
入
り
、
軽
く
足

跡
が
つ
く
程
度
を
目
安
と
し
ま
す
。

中
干
し
後
は
、
湛
水
と
断
水
を
３

～
４
日
で
切
り
替
え
る
「
間
断
か

ん
水
」
を
行
い
ま
す
。

⑵
出
穂
期
前
後
の
水
管
理

　

出
穂
期
は
、
水
稲
に
と
っ
て
、

水
を
最
も
必
要
と
す
る
時
期
で
す
。

出
穂
期
前
後
各
１
週
間
は
深
水

（
約
５
㎝
）
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

出
穂
７
～
10
日
後
か
ら
は
、
根

に
酸
素
を
与
え
る
た
め
間
断
か
ん

水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

二
　
穂
肥
（
表
１
参
照
）

　

穂
肥
の
施
用
時
期
や
量
は
、
幼

穂
長
、
葉
色
等
か
ら
判
断
し
ま
す
。

高
温
障
害
の
軽
減
に
は
、
葉
色
を

上
昇
さ
せ
、
生
育
後
半
に
窒
素
不

足
に
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

穂
肥
は
葉
色
板
の
色
と
出
穂
期

22
～
25
日
前
の
葉
色
を
比
べ
て
、

葉
色
が
４
以
下
の
と
き
は
施
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

著
し
い
高
温
が
継
続
し
た
場
合

は
、
出
穂
期
15
～
10
日
前
に
再
度
、

葉
色
診
断
を
行
い
ま
す
。
葉
色
が

４
以
下
の
場
合
は
、
追
加
穂
肥
を

施
用
し
、
白
未
熟
粒
発
生
の
対
策

と
し
ま
し
ょ
う
。

　

基
肥
一
発
肥
料
を
施
用
し
た
場

合
で
も
、
高
温
が
続
く
と
、
想
定

よ
り
早
く
肥
料
分
が
溶
出
し
、
不

足
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
出

穂
期
10
日
前
に
葉
色
診
断
を
行
い
、

葉
色
４
以
下
の
場
合
に
は
穂
肥
を

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

三
　
幼
穂
長
の
計
測（
図
１
参
照
）

①
平
均
的
な
株
で
一
番
草
丈
の
長

い
茎
を
根
元
か
ら
と
り
ま
す
。

②
茎
を
カ
ッ
タ
ー
で
縦
に
割
る
か
、

手
で
む
き
ま
す
。

③
幼
穂
の
長
さ
を
測
り
ま
す
。

※
１
ほ
場
で
複
数
本
確
認
し
ま
す
。

四
　
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
防
除

　

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
、
水
田
に
飛

来
し
、
穂
を
加
害
す
る
害
虫
で
す
。

出
穂
期
の
穂
を
吸
汁
す
る
と
穂
全

体
が
不
稔
と
な
り
、
穂
揃
い
後
に

吸
汁
す
る
と
斑
点
米
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。

⑴
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
動
向

　

７
月
頃
か
ら
水
田
に
飛
来
し
て

き
ま
す
。
６
月
下
旬
以
降
、
暑
い

日
が
続
い
た
場
合
は
、
早
朝
に
葉

上
や
稲
穂
を
注
意
深
く
観
察
し
ま

し
ょ
う
。
曇
り
や
雨
の
日
は
、
日

中
で
も
観
察
で
き
ま
す
。

⑵
防
除
方
法
（
表
２
参
照
）

　

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
発
生
時
期
に

合
わ
せ
、
で
き
る
だ
け
虫
体
に
直

接
か
か
る
よ
う
な
薬
剤
散
布
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
出
穂
期
～
穂
ぞ
ろ
い
期
（
１
回

目
防
除
）

　

不
稔
被
害
の
防
止
・
低
減
を
目

的
に
実
施
し
ま
す
。
粒
剤
で
は
処

理
を
数
日
早
め
ま
し
ょ
う
。

②
穂
ぞ
ろ
い
期
の
７
～
10
日
後

（
２
回
目
防
除
）

　

斑
点
米
の
防
止
・
低
減
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。
粒
剤
で
は
処
理

水
稲
の
高
温
障
害
＆
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
！
を
数
日
早
め
ま
し
ょ
う
。

　

２
回
防
除
が
難
し
い
場
合
、
①

出
穂
期
～
穂
ぞ
ろ
い
期
の
防
除
を

優
先
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

図2　イネカメムシ

表１　穂肥の施用時期と量の目安

品種名 作型等
時期の目安 量の目安

施用時期
(出穂前日数) 幼穂長 葉色の目安

(単葉)
穂肥施用量

(Ｎ成分)

彩のかがやき
５月植 23～22日 1.5㎜ 4.0 ３㎏/10a
６月植 25日 1.0㎜ 4.0 ２㎏/10a

高温時２回目 10日 100㎜ 4.0 ２㎏/10a

彩のきずな ５月植 25～23日 1.0～2.0㎜ 4.0 ３㎏/10a
６月植 25日 0.5～1.0㎜ 4.5 ２㎏/10a

※彩のきずなにおいても高温により葉色が極端に低下した場合２回目の追肥を施す
彩のきずな、彩のかがやき栽培暦参照　農技研HPより

表２　カメムシ類に登録のある薬剤
薬剤名 IRAC

コード 使用時期 希釈倍率・
10aあたり使用量

本剤の
使用回数

スタークル液剤10 4A 収穫７日前まで 1000倍 ３回以内
キラップフロアブル 2B 収穫14日前まで 1000～2000倍 ２回以内

トレボン乳剤 3A 収穫14日前まで 2000倍 ３回以内
スタークル豆つぶ 4A 収穫７日前まで 250g ３回以内

〇令和６年６月８日現在の登録内容で作成しています。
〇農薬使用の際は、ラベル表示を必ず確認しましょう。
〇農薬の飛散防止に努め、使用記録簿を必ずつけましょう。
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡほくさい管内で、５月中旬よりビー
ル麦「彩の星」の刈り取りが始まりました。
　今年の作付けは400㌶で、出荷量は
1,400㌧を見込みます。
　行田市の生産者大屋寛さんは、５月21
日に同市70㌃のほ場で収穫時期を迎えた

「彩の星」の刈り取り作業をしました。
　刈り取ったビール麦は、ＪＡ行田カント
リーエレベーターに搬入後、ＪＡ全農さい
たまへ出荷します。
　大屋さんは「農業用ドローンを所有して

いるので、適宜に赤かび病を防除できたこともあり、品質の良いビール麦になった。自信をもって出荷で
きる」と胸を張ります。

　ＪＡは６月８日に、鴻巣市川里地区で稲作体
験教室を開きました。ＪＡほくさい管内の消費
者に参加を募り、10家族40名が参加しました。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積
立金を活用し、地域活性化を目的にしています。
　参加者は、10㌃のほ場に40㍍幅に１㍍間隔
で横一列に並び、ＪＡ職員号令のもと、目印の
紐に沿って手植えに挑戦しました。
　今回使用した苗は「ほしじるし」。
　なれない田に足をとられ悪戦苦闘しながら
も、約30分で3㌃の植え付けを終えました。
　残りの７㌃は、田植え機で植え付ける様子を
見学しました。
　参加した児童は、「田んぼの中は温かかった。

ＪＡの人に田植えが上手いと褒められた」と無邪気な笑顔を見せていました。
　次回は10月19日に稲刈り体験を予定しています。

　ＪＡの本店、川里中央支店に川里農業青年会議所か
らカスミ草、マリーゴールド・デュランゴ、マリーゴ
ールド・ホットパック、日々草、ブルーサルビア、タ
マゴボールの６種をあしらった寄せ植えをいただきま
した。
　５月21日にＪＡ本店を訪れたのは、内田和正会長
と会員３名。内田会長は「暑さに強い花を選び、夏ら
しい寄せ植えを作りました。みなさんにも真似しやす
いようにアレンジしたので、寄せ植えに挑戦してほし
いです」と話していました。
　寄せ植えを受け取った大澤治雄常務は、「毎年すて
きな花をありがとうございます」とお礼を述べました。

ビール麦収穫

ＪＡが稲作体験教室開催

川里地区の花の寄せ植え受贈

「彩の星」を刈り取る大屋さん

稲作体験教室の参加者

前列左から小河原祐紀さん、矢澤勇人さん
後列左から萩原賢一さん、内田会長、大澤常務
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　６月５日、久保田万太郎さん、悦子さん夫妻は、行田市須加のほ場でブルーベ
リーの収穫をスタートしました。
　久保田さんはブルーベリーを25㌃栽培する他、セイヨウミツバチを30箱飼育
しています。
　栽培するブルーベリーの品種は「スパータン」や「オニール」など20品種。
　この日収穫した「デューク」は、早生で酸味と甘味のバランスが良く大粒で食
べ応えのある品種です。
　選別した生のブルーベリーを箱詰めし出荷する他、ジャムに加工し、販売して
います。
　万太郎さんは「手に取った人に喜んでほしいので、夫婦で甘くて大きな実が出
来るよう努力している」と汗を拭いました。
　久保田さんのブルーベリーとブルーベリージャムは、ＪＡほくさい行田農産物
直売所と同市の古代蓮の里売店で購入できます。
　収獲は８月中旬まで続き、今年の収穫量は300㌔を見込みます。

　ＪＡは農業を体験し、職員のスキル
アップと生産者や組合員と農業につい
て語れる職員の育成を目指して、今年
度採用の職員に職員研修を行いまし
た。
　６月８日に、鴻巣市屈巣の岡﨑誠さ
んの10㌃のほ場で、行田中央支店の
深谷光職員が「ほしじるし」の田植え
を行いました。
　６月10日は㈱ほくさいグリーンア

グリの羽生市下羽生のほ場約50㌃で共済課の水谷柊斗職員、羽生営経センター笹
本想太職員、加須営経センター赤坂俊輔職員が、「彩のかがやき」の田植えの補助
や苗出し、田植え機で苗を植えました。
　研修を終えた水谷職員は「思っていたより力仕事で大変だった。今日の研修を業
務で活かしたい」と話しています。

　ＪＡ女性部は、５月16日に加須市むさしの村で第28回通常総会を開き、女性部員83人が出席しました。はじめに長
谷川タマ子部長が、「今年は女性活動を各方面にＰＲし仲間づくりをしていきましょう」と挨拶しました。
　部員は、令和５年度活動報告や収支決算、６年度活動計画及び収支予算について審議・承認されました。
　記念講演で大興産業株式会社の猪原大介さんを講師に迎え、「お酢で夏をのりきろう」をテーマに「ほめられ黒酢」

を使った「鶏の照り
焼き」や「漬物」を
試食しながら講義を
聴きました。
　また、女性部員が
手作りした手芸を展
示即売するコーナー
も設け、大変賑わっ
ていました。

ブルーベリー収穫始まる

令和６年度新採用職員が農業体験

ＪＡ女性部が総会

総会の様子 手芸を手に取る部員ら

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

ブルーベリー「デューク」を摘む悦子さん

「彩のかがやき」の苗出しをする
職員（右から赤坂職員、笹本職員、

水谷職員）

「ほしじるし」を手植えする深谷職員
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡほくさい管内で６月上旬から小麦「あやひかり」の刈り取
りが始まりました。　
　ＪＡ管内の「あやひかり」の作付けは、県内一の約900㌶で、
本年度は約3,500㌧の出荷量を見込みます。
　羽生市の株式会社柿米は６月７日、約２㌶のほ場で収穫時期を
迎えた小麦「あやひかり」の刈り取り作業を行いました。
　コンバインで刈り取った小麦は、ＪＡ羽生ライスセンターに搬
入し乾燥調製後に、ＪＡ全農さいたまへ出荷します。
　当日は、加須農林振興センター主穀担当の宗方淳さんもほ場を
視察し「水分15.9パーセント。赤かび病防除や施肥もきちんと
されており、穂も大きい。「あやひかり」本来の白くきれいな穂

に仕上がった」と評価しました。
　同社の柿沼直樹社長は「朝つゆも無く風も吹いていたので絶好の刈り取り日和。排水対策や施肥など基本に忠実に栽
培した。収穫量は基準単収の390㌔より多そうだ」と手応えを得ていました。

　北川辺農産物直売部会は、北川辺農産物直売所で５月11日、12日の２日間ト
マトフェアを開きました。
　松橋正会長は「大勢の方に来店いただきトマトは全て完売しました。これから
も会員や生産者、ＪＡと協力しイベントを計画して北川辺の農産物をＰＲしてい
きたい」と意気込みを語りました。
　ＪＡ女性部北川辺支部の赤飯販売も集客に一役買いました。
　江田昌子部長は「北川辺女性部の赤飯は大変好評で1人で何個も購入いただく
利用者もいるほど。今後もできることは協力したい」と話していました。

　 ５ 月10日 に
加須市立三俣小
学校５年生３ク
ラス90人は、同
市 三 俣 の ほ 場

（みどりの学校
ファーム）で学
校応援団の深沼
集落営農組合指
導のもと田植え

を体験しました。
　食農教育のため始めた田植え体験は今年で11年目。
　苗は「彩のきずな」を準備しました。
　ガイドラインに沿って１列に並び田植えをしました。１ク
ラス３列田植えをし、約100㍍の幅で９列植えました。
　田植えを終えた児童は「足をとられて大変だった。この苗
がお米になるんだ」と不思議そうに話していました。
　同組合の田村喜成組合長は「この体験を通し、児童が少し
でも農業に興味をもってもらえればうれしい」と語ります。

　６月７日に加
須市立志多見小
学校４～６年生
の61人 の 児 童
が、志多見小学
校ファームのほ
場で、今年２年
目となる田んぼ
アートに挑戦し
ました。体験を

通して食農教育の推進を図ることが目的です。苗は「彩
のきずな」を準備しました。
　昨年は１匹の鯉のぼりでしたが、今年は３匹に増え
た鯉のぼりアートのデザイン画をもとに、支柱を目印
に田植え体験がスタートしました。
　児童は、地元農家の長浜章さんや川島達男さん、加
須市の若手農業集団ヤング農マンのメンバーに指導を
受けながら、ワイワイと賑やかに手植えをしていまし
た。

小麦「あやひかり」収穫

北川辺農産物直売所でトマトフェア開催

加須市の小学校で田植え体験

「あやひかり」を刈り取る柿沼社長

田植えをする三俣小学校の児童ら 田植えをする志多見小学校の児童ら

トマトを買い求める利用者
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　行田市の株式会社竹井農産は、今年初めてスイートコーン「雪の妖精」の作付けに挑
戦し、６月５日に初出荷を迎えました。同市埼玉のほ場で朝５時から従業員ら６人で「雪
の妖精」の収穫作業をし、ＪＡ全農さいたま青果ステーションに243㌜（１㌜／５㌔）
を出荷しました。
　７月末までに20㌧の出荷を見込みます。
　「雪の妖精」は中早生で１本400㌘にもなる大型のホワイト品種。先端まで粒が入り
円筒形で形状が安定しているので秀品率が高く、茹で上がりの白色が雪のようにきれい
で粒皮はやわらかく、甘みが強い特徴があります。

　竹井好行社長は「スイートコーンの作付けそのものが初めての試みなので、肥料や水の配分、虫の防除などかなり気
をつかった。濃厚で上質な甘みのホワイトコーンを皆さんに是非味わっていただきたい」と笑顔で語ります。
　同社はスイートコーンを2.2㌶栽培する他、サトイモ、サラダ菜など10㌶を作付けしています。

　年金友の会は５月16日に第12回通常総会をＪＡ本店で開きました。
　はじめに箱島登会長が、「コロナも５類に移行し、実に４年振りとなる各種イベ
ントが再開され喜んでおります。会員相互の親睦を図り、健康で生きがいのあるく
らしが確保されるようご祈念申し上げます」と挨拶しました。
　参加した各支部長は、令和５年度の事業報告や収支決算、6年度の事業および予
算計画について協議し承認されました。

　水深とまと研究会と加須市、ＪＡほくさいは５月21日、さいたま市の浦和競馬場で加須
市農産物のＰＲ販売をしました。
　当日は加須市ＰＲを兼ねた「うどんとこいのぼりのまち加須」賞レースも行われました。
　同ＪＡの農産物販売促進員（キャンペーン隊）が、キュウリの試食を配り、朝採りキュウ
リをＰＲしました。
　キュウリ100袋（４本／１袋）、トマト40袋（５玉／１袋）、ナス10袋（３本／１袋）を
販売し、全て完売しました。
　同ＪＡは昨年発売したパックご飯（ＪＡほくさいのごはん）とコシヒカリ精米（２㌔／１
袋）をＰＲ販売し好評でした。　
　同会の瀬田利昭さんは「加須市の新鮮な農産物を、普段農業に接することのない人にもＰ
Ｒできた」と笑顔で話しました。

　北川辺青果物出荷協議会は５月16日に、北川辺野菜集出荷所で会員が栽培した北川辺ブランドトマト「木甘坊」約
20㌜、ネギ約15㌔、きゅうり約50㌔、ナス約10㌔を、加須市内でフードパントリー等を運営する６団体に寄贈しま
した。
　加須市子育て応援フードパントリー連絡会嶋田善市会長は「食材の値上が
りなどが家計を圧迫するなか新鮮な野菜をいただけるのは大変ありがたい」
と話していました。
　同協議会下山房巳会長は「出荷規格に満たない農産物を提供しフードロス
削減になった。地元で採れた野菜を子どもたちに味わってもらうことは地産
地消の食育にも繋がり、生産者にも励みになる」と語ります。
　今回の野菜は、フードパントリーを通し支援を必要とする200世帯へ、ま
た子ども食堂に100食分の食材として配布されました。

（株）竹井農産がホワイトコーン栽培に挑む

年金友の会が通常総会開催

浦和競馬場で加須市農産物PR

フードパントリー等に野菜寄贈

「雪の妖精」を手にする
竹井社長㊨と妻の君代さん

本年度の役員の皆さん（カッコ内は支部名）　前列左から：大澤邦夫副会長（行田）、箱島登会長（羽生）、青木利雄副会長（大利
根）　後列左から：藤村孝監事（川里）、関和俊雄幹事（加須）、石川文男会計（北川辺）、小山久夫監事（騎西）

野菜を寄贈する下山会長（前列左から 3 番目）
と同協議会員、フードパントリーの皆さん

試食を勧める
農産物販売促進員㊧
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酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

童話のふるさとおおとね

カスリーン公園
（加須市新川通）

おおとね 通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は大利根地区です。

新
緑
の
真
只
中
に
挙
式
な
る　
　
　
　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

満
員
の
園
内
電
車
こ
ど
も
の
日　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

生
き
急
ぎ
し
て
い
る
よ
う
に
牡
丹
果
て　
　

北
川
辺　

江
田
尚
可
子

鳴
く
と
き
も
口
は
開
か
ぬ
雨
蛙　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

白
牡
丹
瞳
に
生
ま
る
感
嘆
符　
　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

百
合
香
る
仕
舞
化
粧
の
姉
の
棺　
　
　
　
　

行　

田　

須
加　

信
子

籾
の
種
育
苗
箱
で
四
股
を
踏
む　
　
　
　
　

騎　

西　

根
岸　

栄
一

蛍
火
や
友
の
魂
宿
る
遺
句　
　
　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

住
職
の
手
作
り
伽
羅
蕗
売
っ
て
お
り　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

花
菖
蒲
こ
の
辺
迄
で
戻
ろ
う
か　
　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

花
水
木
寝
た
ふ
り
の
犬
尾
を
揺
ら
す　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

大
空
へ
樹
齢
盛
り
上
ぐ
楠
若
葉　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

行
く
末
は
天
に
任
せ
て
豆
を
蒔
く　
　
　
　

行　

田　

髙
澤
よ
ね
子

薬
草
の
ど
く
だ
み
な
ぜ
な
ぜ
雑
草　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

閉
校
の
門
を
閉
ざ
し
て
散
る
桜　
　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

新
じ
ゃ
が
を
腕
を
振
る
っ
て
お
も
て
な
し　

騎　

西　

戸
田　

達
子

水
飯
で
済
ま
せ
て
母
は
田
草
取　
　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

雀
の
巣
煉
瓦
造
り
の
車
庫
の
屋
根　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

山
の
端
を
ひ
と
す
じ
の
雲
夕
蛙　
　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

登
山
道
色
あ
ざ
や
か
に
山
躑
躅　
　
　
　
　

行　

田　

生
田
さ
な
え

免
許
更
新
米
寿
の
夏
は
ど
ん
な
や
ら　
　
　

加　

須　

内
田
喜
代
子

四
世
代
つ
ど
ふ
週
末
庭
花
火　
　
　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

※
９
月
号
へ
の
投
句
は
、
７
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

一
日
を
使
ひ
き
っ
た
る
鯉
幟　
　
　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

（
評
）最
近
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
が
、
勇
壮
に
泳
ぐ
鯉
幟
は
正
に 

男
の
子
の
成
長
そ
の
も
の
で
あ
る
。
日
の
出
と
共
に
掲
げ
ら
れ
日
没
に
下

ろ
さ
れ
る
。
中
七
の
「
使
ひ
き
っ
た
る
」
に
す
べ
て
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

風
だ
け
が
頼
り
の
鯉
幟
に
あ
る
種
の
悲
壮
感
ま
で
見
え
て
来
る
。
余
談

だ
が
私
の
句
に
「
時
々
は
死
ん
だ
ふ
り
す
る
鯉
幟
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。

　昭和22年9月、台風9号(国際名・カスリーン台風)が襲い、関東地方は記録的な豪雨となりました。
　利根川の堤防は決壊し濁流が東京まで流れ込んだそうです。
　それによって多数の死者を発生させるなど甚大な被害を引き起こしました。
　公園として整備し、このような大災害が二度と起こらないように、忘れないようにとカスリーン
台風の碑を設置されました。
　モニュメントは台風が日本列島を襲った経路と台風の渦巻きを表したものです。

カスリーン公園のモニュメント 決潰口跡
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JAほくさい顧問弁護士
弁護士法人 長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
離
婚
後
の
年
金
分
割
の
按
分
割
合
は
減

ら
せ
る
？
　
　
― 
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
０・５

①
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
遺
言
に
な
る
の
？

― 

書
き
分
け
が
ベ
ス
ト
。
財
産
関
係
は
遺
言
に

私
は
、
夫
に
先
立
た
れ
て
１

人
暮
ら
し
で
す
。
私
に
万
一
の

こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
子
供
た

ち
に
争
い
を
し
て
ほ
し
く
な
い

の
で
遺
言
を
書
い
て
お
こ
う
と

思
う
の
で
す
が
な
か
な
か
筆
が

進
み
ま
せ
ん
。
先
日
、
娘
が
、

最
近
は
こ
ん
な
の
が
あ
る
ん
だ

よ
と
言
っ
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
と
い
う
の
を
送
っ
て
き

ま
し
た
。延
命
治
療
を
望
む
か
、

葬
式
を
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
、

と
い
う
こ
と
か
ら
通
帳
の
番
号

や
大
切
な
人
の
連
絡
先
ま
で
書

く
欄
が
あ
っ
て
遺
言
よ
り
書
き

や
す
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
書
い

て
お
け
ば
遺
言
の
代
わ
り
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。

私
A
の
元
妻
Ｂ
は
、
仕
事
で

疲
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

家
事
は
洗
濯
し
か
せ
ず
、
物
も

捨
て
な
い
た
め
、
自
宅
は
Ｂ
の

物
で
溢
れ
た
ご
み
屋
敷
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
私
が
片
付
け
よ

う
と
す
る
と
B
か
ら
乱
暴
な
言

葉
で
詰
問
・
叱
責
さ
れ
た
り
、

暴
言
を
吐
か
れ
た
り
す
る
た

め
、
私
は
耐
え
ら
れ
ず
B
と
離

婚
し
ま
し
た
。離
婚
後
、B
は
、

私
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金

の
年
金
分
割
を
請
求
し
て
き
ま

し
た
。
B
の
言
動
・
行
動
が
理

由
で
離
婚
し
た
の
に
B
が
請
求

す
れ
ば
年
金
分
割
の
按
分
割
合

は
0
・
5
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。

離
婚
し
た
場
合
、
婚
姻
期
間
中

の
保
険
料
納
付
額
に
対
応
す
る
厚

生
年
金
を
分
割
し
て
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
年
金
と
す
る
こ
と
を
請
求
で

き
ま
す
（
厚
生
年
金
法
78
条
の
２

以
下
）。
国
民
年
金
第
３
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
人
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妻
で
専
業
主
婦
等
）
か
ら
の

請
求
の
場
合
は
、
分
割
割
合
が
２

分
の
１
ず
つ
（
平
成
20
年
４
月
１

日
以
後
の
婚
姻
期
間
中
に
限
る
）

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
場
合
は
、
２
人
の
合
意
も

し
く
は
裁
判
手
続
で
分
割
割
合
を

決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

裁
判
所
は
、
被
用
者
年
金
が
夫

婦
双
方
の
老
後
の
所
得
補
償
と
し

て
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
前

提
に
、
保
険
料
納
付
に
対
す
る
夫

婦
の
寄
与
を
同
等
と
み
る
こ
と
が

著
し
く
不
当
で
あ
る
よ
う
な
特
段

の
事
情
が
な
い
限
り
、
分
割
割
合

は
０
・５
と
す
る
の
を
相
当
と
し

て
い
ま
す（
大
阪
高
決
平
21
・
９
・

４
）。その

た
め
、
B
の
よ
う
に
不
衛

生
な
状
況
を
作
出
し
て
暴
言
を
吐

く
な
ど
離
婚
の
原
因
が
あ
る
者
か

ら
の
請
求
の
場
合
で
も
、
そ
れ
だ

け
で
は
直
ち
に
請
求
す
べ
き
按
分

割
合
を
減
ら
す
べ
き
こ
と
に
は
な

ら
ず
、
保
険
料
納
付
に
対
す
る
夫

婦
の
寄
与
を
同
等
と
み
る
こ
と
が

著
し
く
不
当
で
あ
る
よ
う
な
特
段

の
事
情
が
あ
る
と
は
認
め
ま
せ
ん

で
し
た
（
東
京
高
決
令
４
・
10
・

20
）。した

が
っ
て
、
A
の
場
合
も
B

に
請
求
さ
れ
裁
判
手
続
と
な
れ

ば
按
分
割
合
は
０
・５
に
な
る
で

し
ょ
う
。

①

②

①

②

最
近
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

と
い
う
も
の
が
書
店
で
売
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
身
の
意
思
や
ご
家
族

へ
の
伝
達
事
項
を
残
し
て
お
き
、

家
族
が
遺
品
の
調
査
や
処
分
方
法

な
ど
に
困
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
残
さ
れ
た
家
族
の
便
宜
の
た

め
に
書
い
て
お
く
自
由
記
載
の
備

忘
録
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。

他
方
、
遺
言
と
は
、
主
に
遺
産

を
相
続
人
に
ど
の
よ
う
に
取
得
さ

せ
る
か
を
記
載
す
る
も
の
で
、
そ

の
書
き
方
は
民
法
に
厳
格
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
た
ま
た
ま
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
中
の
記
載
が
法

定
の
自
筆
証
書
遺
言
の
要
件
（
原

則
と
し
て
全
文
と
日
付
を
手
書
き

し
、
自
署
押
印
す
る
。）
を
満
た

し
て
い
れ
ば
、
そ
の
記
載
は
遺
言

と
し
て
有
効
に
な
り
ま
す
が
、
要

件
を
満
た
さ
な
い
と
き
は
、
遺
言

と
し
て
は
無
効
で
す
。
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
中
に
書
く
場
合
で

あ
っ
て
も
、
法
定
の
遺
言
の
要
式

に
従
っ
て
書
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
書
き

や
す
く
整
理
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
終
末
医
療
の
あ
り
方
や

葬
儀
の
方
法
、
大
事
な
も
の
の
在

処
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
書

き
、
財
産
分
け
な
ど
は
遺
言
に
書

く
、
と
い
う
ふ
う
に
使
い
分
け
る

の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

遺
言
を
つ
く
る
の
が
億
劫
で
あ

れ
ば
、
弁
護
士
や
公
証
役
場
に
相

談
を
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
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二重マスの文字を
Ａ〜Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
七
夕
の
短
冊
を
付
け
る
植
物

❷
鳥
が
羽
ば
た
か
せ
る
も
の

❸
東
北
地
方
で
牛
の
こ
と

❹
だ
し
じ
ゃ
こ
と
も
呼
ば
れ
ま
す

❺
ひ
孫
の
子
ど
も
で
す

❼
ロ
ン
ド
ン
の
―
―
空
港
は
英
国
最

大
の
国
際
空
港
で
す

❾
ポ
ン
ポ
ン
と
地
面
で
突
い
て
遊
び

ま
す

⓫
高
校
球
児
が
試
合
を
す
る
と
き
に

履
き
ま
す

⓭
ピ
サ
に
あ
る
も
の
は
傾
い
て
い
る

こ
と
で
有
名
で
す

⓯
シ
ャ
ン
プ
ー
の
後
で
使
う
人
も
い

ま
す

⓱
侍
が
腰
に
差
し
て
い
た
も
の

⓳
―
―
ふ
り
構
わ
ず
が
む
し
ゃ
ら
に

取
り
組
ん
だ

㉑
漢
字
な
ど
に
付
け
る
小
さ
な
文
字

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
６
年
７
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
６
月
号
の
答
〉

　

ナ
ガ
グ
ツ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
小
説
を
書
く
人
を
こ
う
呼
ぶ
こ
と

も❸
貼
り
合
わ
せ
て
合
板
を
作
り
ま
す

❻
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
と
並
ん
で
よ
く
食

べ
ら
れ
る
青
魚

❼
天
の
川
を
渡
っ
て
織
り
姫
に
会
い

に
行
き
ま
す

❽
春
が
ス
プ
リ
ン
グ
な
ら
夏
は

❿
目
で
見
え
る
範
囲
の
こ
と

⓬
手
首
の
こ
と
。
―
―
バ
ン
ド

⓮
２
０
２
４
年
の
夏
季
五
輪
が
行
わ

れ
る
都
市

⓰
渡
り
―
―
を
通
っ
て
隣
の
校
舎
へ

行
っ
た

⓲
ア
ウ
タ
ー
の
反
対
語

⓴
ウ
イ
ス
キ
ー
は
こ
の
中
で
熟
成
し

ま
す

㉒
病
気
の
治
療
や
予
防
に
使
わ
れ
ま

す㉓
打
ち
上
げ
―
―
、
線
香
―
―

　
梅
雨
が
明
け
る
と
本
格
的
な
夏
が
始
ま
り
ま
す
。

　
屋
内
に
い
る
時
や
の
ど
が
渇
い
て
な
い
時
で
も

　
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
、
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
私
は
食
べ
る
の
が
好
き
な
の
で
ス
タ
ミ
ナ
の
つ
く
も
の
を
食
べ

　
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
し
て
夏
を
乗
り
切
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
�

Ｓ
・
Ｔ

編
集
後
記

☆
５
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
中
村　
賢
一
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
石
渡　
菊
枝
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
藤
倉　
久
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
岡
田　
房
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
筑　
　
光
男
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
岡
部
か
づ
江
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
篠
塚　
　
晃
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
山
下
す
み
子
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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ＪＡほくさい
サマーキャンペーン
キャンペーン期間　令和６年６月３日㈪～令和６年７月31日㈬

※期間内に販売総額（15億円）に達した場合は、募集を終了させていただきます。

新たな資金で個人の方（組合員）に限ります。

Ⓒよりぞう

定期貯金
預入期間：スーパー定期１年もの（新規自動継続）
預入金額：30万円から1,000万円未満

適用金利 年 0.3％
でお預かりいたします。

定期貯金＋投資信託
投資信託：ご購入金額年間30万円以上
預入期間：スーパー定期１年もの（新規自動継続）
預入金額：30万円から1,000万円未満

適用金利

※投資信託については同居の家族名義も可とします。

年 0.5%
でお預かりいたします。

定期貯金30万円以上ご契約の方
に「よりぞうマチ底ファスナーエ
コバッグ」を１点プレゼントいた
します。

先着

1,000
名様

定期貯金 定期貯金＋投資信託　

販売対象
・

条 件

この定期貯金は、組合員個人の方で新たに預け入れていただける資
金に限定させていただきます（新規組合員加入の方、組合員同居の
家族の方もご利用いただけます）。取扱期間前・取扱期間中の定期
貯金の解約金による預け入れ、また、取扱期間開始前からの当座性 
貯金の残高による預け入れではご利用できません。
ATM・JAネットバンクからの受入は出来ません。

当組合で取扱している投資信託（NISA含む）を年間30万円以上購入
し、投資信託購入後、１か月以内（最終期限令和６年７月31日）で
新たな資金のお預け入れに限ります。
ATM・JAネットバンクからの受入は出来ません。

中途解約 原則としてこの定期貯金は期限前解約ができません。やむを得ず満期日前までに解約する場合、金利はJA所定の中途解約利率が適用され
ます。

利 子 税 20.315%（国税15.315%、地方税５%）の分離課税となります。

●投資信託は預貯金とは異なり、元本の保証がありません。
●投資信託は預金保険・貯金保険の対象ではありません。
●JAバンクが取り扱う投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。
●JAバンクは投資信託の販売会社であり、投資信託の設定・運用は投資信託会社

が行います。
●投資信託は国内外の有価証券等で運用されるため、信託財産に組み入れられた

株式・債券・REIT等の値動きや為替変動に伴うリスクがあります。このため、
投資信託資産の価値が投資元本を下回るリスク等は、投資信託の購入者に帰属
します。詳しくは、契約締結前交付書面、投資信託説明書(交付目論見書)でご
確認ください。

●投資信託の運用による利益及び損失は、投資信託の購入者に帰属します。
●一部の投資信託には、信託期間中に中途換金できないものや、特定日にしか換

金できないものがあります。

●投資信託の購入から換金・償還までの間に、直接または間接的にご負担いただ
く代表的な費用等には以下のものがあります。なお、これらの手数料等はファ
ンド・購入金額等により異なるため、具体的な金額・計算方法を記載すること
ができません。各投資信託の手数料等の詳細は契約締結前交付書面、投資信託
説明書(交付目論見書)でご確認ください。

・購入時:申込手数料がかかるファンドがあります。
・運用期間中:運用管理費用(信託報酬・管理報酬等)が日々信託財産から差し引か

れます。
・換金時:信託財産留保額がかかるファンドがあります。また、外貨に両替して購

入・換金するファンドには、上記の各種手数料とは別に為替手数料がかかります。
●お申込みにあたっては、契約締結前交付書面、投資信託説明書(交付目論見書)

を十分お読みいただき、内容をご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

投資信託に関してご留意いただきたい事項

ほくさい農業協同組合 
登録金融機関 
関東財務局長⎝登金⎠第559号

※詳しくは、店頭又はJAほくさいホームページをご覧ください。
　https://jahokusai.jp/ ＪＡほくさい

※よりぞうグッズはお一人様１点とさせていただきます。 ※ 画像はイメージです。

サイズ：約W250×H250×D140mm
　　　　（持ち手除く）
収納時：約W140×H125mm


